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学術英語遠隔授業におけるジャンルの認識に関する調査 
―日本の大学 1年生を例に―* 

浅野元子 

大阪医科薬科大学医学部医学科語学教室
〒 高槻市大学町

概要   本研究は，コロナ禍における日本の大学 年生を対象に，前期 回の学
術英語の遠隔オンデマンド授業で，ジャンルに基づくタスクを行い，ジャンルの認識
について調査した。そしてジャンルの認識と学術英語全般の運用能力との関連性につ
いて考察した。 名 の学生の期末試験での要約文において，授業課題の要
約文と比較して，目標とするジャンルのテクスト構成の維持あるいは構成の改善が示
されたが，約半数の学生は，目標とするジャンルではなく，もとの課題テクストのジ
ャンルに特有の構成要素を再現していた。要約文の構成に基づくスコアと学術英語運
用能力の指標として参照した のスコアとの関連は示唆されなかった。遠
隔での演習でもジャンルの認識が促進されることが示唆されたが，ジャンルの認識を
深めるには，新しいアプローチを受け入れ，テクストの特徴や読み手などの状況を俯
瞰的に捉えることなどを必要とするのではないかと考察された。本研究の結果は，授
業にジャンルの枠組みを効果的に取り入れるために意義があると考えられた。
キーワード  ジャンル，コーパス，ムーブ，遠隔授業

Motoko Asano 

本稿は，大学英語教育学会 第 回国際大会の口頭発表 「サイエンスニュースを用いた学術英語への導入授業

―ジャンルの理解度に関する考察」浅野元子・藤枝美穂 のデータの一部を用いて新たに検討を行った。
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 はじめに

学術英語教育の最終目標は，種々の専門領域特有の言語の使い方とコミュニケーションのスタ
イルを習得することとされる 飯島他 。学術英語は「特定目的の英語」 田地野

以下 の主要な位置を占める 寺内 。
は， によるジャンル分析を中心に発展してきた。
ジャンルの理論研究は，主に ，北米を中心とする 学派，および

に分類されてきた 。最近では，これらの学派は互いに独立した
ものではなく，融合して教育現場に応用されることが多い 。
近年，ジャンルとは「話し言葉や書き言葉の種類」 以下，断りがなければ日本

語訳は筆者による であることに加えて「抽象的で，社会的に認知されたことばの使い方を指
す」とされ ，「社会活動として理解されるもの」 という
概念が引用され，支持されている

のジャンルの考え方については，「テクストの構造を説明すると読む力がつくという有益な
証拠が得られている」 と説かれ，「第二言語ライティング教育に影響を及ぼし
た」 とされる。しかし，ジャンルに基づく言語特徴に関する研究と比べて学習
者に焦点を当てた研究は少ないとされてきた 。
ジャンル分析は，研究論文の緒言部に特徴的な「修辞の運び」 すなわち

「ムーブ」 で構成されることが明らかにされた後，学術論文などの
特定の目的のためのテクストを効果的に読み書きするために有効な方法として種々のテクストに
応用されている 。ジャンル分析に
ついては， による「ムーブの構成」 に関す
る解釈が進み「ジャンル分析におけるムーブ」 引用
符の使用は原著による を「コミュニケーション上の機能を担う談話または修辞の単位」 

とする考え方が受容され，「ムーブ分析」
とも称される。

ジャンル教育研究の理論的枠組みを整理した らの研究 は，「ジャンルの知識」
を「ジ ャ

ンル特有の知識」“ ” と換言して，以下の要素が「重なり合って層を
なす動的な知識による多次元のもの」と定義している。
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らの研究 によると「ジャンルの認識」は「ジャンルの知識」と区別され，「ジャ
ンルの役割を明示的に認識し，理解すること―ジャンルを分析し，学び，批評するための意識と
過程」 と定義される。
「ジャンルの考え方に基づく教育プログラム」
は，ことばが社会的文脈の中で果たす役割について明示的かつ体系的な理解を促す
。その中でも「ジャンルの認識に関する教授法」 は， ら

の研究 によると「まず，よく知っているジャンルテクストの修辞の分析に焦点を当て，次
にあまり知らないが関連のあるジャンルテクストに焦点を当てる中で，常に形式と文脈を結び付
ける」とされ ，主に「初期の学部生の教育」に向いている 。そして「ジャンル
に基づくタスク」 は「修辞への意識向上のための活動」

を伴い，ジャンルの知識を「強化する」 。
学部生の教育の例としては， による北米の大学で英語を母語としない学生を対象と

した授業実践がある。この授業 では，生物学のレポートの「緒言―方法―結果― 
考察 構造」 を理解させるために，生物学の教員と共同で，各自が
書いたレポートを相互に評価させている。教員と パラグラフ・エッセイの構成に慣れた学生との
間でレポートの評価にずれが生じ，それを授業で伝えることが，テクスト構造に対する柔軟な考
えとジャンルの認識を促すことにつながったとされる 。
日本の大学生を対象とした の研究では，ジャンルに基づくライティングコース

で， メールを書くタスクを行う際に，“ を用いて，メールを書く目的，
受信者，言語使用に注目し，明示的に指導を行なった結果，ジャンルについて学習した文脈から
別の文脈への転移が可能であることが示唆されている。
異なる文脈を経験することについて，社会活動としてのジャンルを論じた の研究

では「新規の文脈は，関連した類似性を再認することを通じて馴染みのあるものに
なる」 と記され，修辞的な文
脈は同じものの繰り返しではなく，類似したものが幾度となく生起するため，人々がその類似性
を認識して類似した反応を示すことを示唆している。この過程を らの研究 で
は「再文脈化」“ ” と称しており，その際に学習者は「修辞的文脈を鋭く認識し
て用いる能力を必要とする」 と説かれる。
ジャンルの認識を調査した研究 では，スウェーデンの大学の英語教

員養成課程の学生に対して人文系研究論文のジャンル分析などを行うセミナーにおいて，参加者
が「学術テクストの目的，聴衆，修辞的なムーブ，および構造などのジャンルに関連する要素の
知識」 をテクストの分析とエッセイのライティングに用いたとされる。この研究では，
参加者全員が演習を通じて，テクスト構造などのジャンルに関することを理解するだけでなくラ

― 41 ―



イティングに用いることができるようになった一方で，テクストに特徴があるのはそのテクスト
が状況に応じた目的を有するためであるという理解に至ったのは少数であったと報告される

。ジャンルの認識に個人差がみられた理由については「学生間の違い
を解釈するには注意が必要である」 とされ，あまり明らかにされていない。
米国の大学で非母語話者を対象とする学術英語 フォーマルなニュース記事，教科書，研究論

文など のジャンルに基づくリーディングコースの 年後に追跡調査を行った研究においても，
ジャンルに関する明示的な指導による効果が持続したことが示される一方で，学生によって効果
に差が認められたとされる 。
本研究では，先行研究を踏まえて，英語の遠隔オンデマンド授業において，研究成果を発信す

るサイエンスニュース 以下 と記す のテクストを中心に「ジャンルに基づくタスク」
を行った。異なるジャンルすなわち および研究レポートの目的，情報の受け手，

テクストの構成などについて授業ビデオやタスク 課題 へのフィードバックなどを通じて明示
的に伝えて，テクスト構成に焦点を当てることで，学生が ジャンルのテクストで伝えられる
研究について，研究レポートのアブストラクトのテクスト構成を意識して要約することができる
ようになるかどうかを検討した。

は英語非母語話者の英語運用能力を測定するテ
ストとして開発され，主に北米の大学などの教育機関で学ぶ際に必要とされる英語力を測る

。 およびその教材の語彙を学術英語，標準英語，
の語彙と比較した水本 の研究では， の使用語彙は特別に難しいわけではなく，学
術英語の語彙に近いものであり， の特徴語が存在することを明らかにしている。

は， の つのセクションで構成され
る団体向けの多肢選択式のテストである 。期末試験での要約文 以下 の
スコアを「ジャンル特有の知識」 の一部を用いる力を測るものと捉える
場合，学術英語全般の運用能力を測る との「相関関係を調査すること」に無理がある
ことは自明であるが ，本研究では，ジャンルの認識と学術英語運用能力と
の関連性を考察するために， のスコアを参照した。

 方法

目的とリサーチクエスチョン

本研究の目的は，学生が遠隔授業での「ジャンルに基づくタスク」 を通じ
て，ジャンルの認識が促されるかどうかを調査することである。もうひとつの目的は，ジャンル
の認識と学術英語運用能力の指標として参照した のスコアとの間に関連性がみられ
るかどうかを調査することである。この目的のために，以下のリサーチクエスチョンを設定した。

期末試験の要約文（ ）の構成には，授業課題の要約文（以下 ）の構成
と比べて変化がみられるであろうか。 と の比較

の構成に基づくスコアと のスコアに相関がみられるであろうか。
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と スコアの比較
および のテクストを用いてコーパスを編纂し，構成要素を観察してコーデ

ィングを行った。構成要素の叙述量を計量し，研究レポートのアブストラクトに特徴的な構成要
素の記述量の差を対数尤度比検定 を用いて調査した。コーパス間の頻度の比較
には正規分布を前提としない対数尤度比検定が使用されることが多い 。
コーディングの結果をスコア化し，スコアの推移を調査した。

のスコアとの関連性について，要約テクストのスコアを点数とみなしてピアソンの
相関係数を算出した。ピアソンの相関係数は つの変数の直線関係の程度を記述する係数で，間
隔尺度の場合に用いられる 竹内・水本 。

対象者

本研究は， 年度に実施された医学部医学科第１学年の学術英語授業への参加者を対象とし
た。必須科目 国際言語文化 英語 の一部として，例年は 分の対面授業を 回実施すると
ころ，当該年度は，コロナ禍で授業ビデオ，資料，課題などを学内の学習マネジメントシステ
ム により配信する 回の遠隔オンデマンド授業となり，期末試験のみが対面で実施され
た。学生 名を クラスに分けて 名の教員が クラスずつ担当した。本研究では，筆者が担
当した 名のうちの，すべてのデータがそろった 名 男性 名，女性 名 を対象とした。
名の 年 月 日時点の平均年齢は 歳 標準偏差は ，中央値は 歳で，年齢が平均
以上の学生は 名，平均未満の学生は 名であった。 年 月に実施された スコ
アの平均は 標準偏差は であった。

授業概要
授業の概略を表 に示した。本授業では，学術英語の導入と第 学年以降の専門英語への橋渡
しをねらいとして，研究成果を発信する を素材として用いている。 年代半ばの

は大半が 分程度のポッドキャストで，書き起こし トランスクリプ
ト と引用元の研究論文などへのリンクが公開されている。 年に発行され研究論文を紹介し
た のポッドキャストの書き起こしテクストを調査した研究に
おいて，導入 ，本論 ，結論 という情報提示の構成が観察され，研究の
背景，方法，結果，結論，および話の落ち , 研究の成果物と著者の紹介  など
の要素が抽出されている 。

回目の授業で とジャンルの考え方を 本の授業ビデオで紹介した。その中で，学生が目指
す英語使用者の例として，コロナ禍で逼迫する東京の病院の様子を伝える日本の医療従事者か
らの英語による発話 の音声と教員による書き起こしを提示した。ジャンルとディス
コースコミュニティの概念 について，大学の授業における教員と学生などの身近
な例を挙げて伝えた。ムーブについては， による「ジャックと豆の木」
を用いたムーブ分析の提案に従って，日本語で書かれた「桃太郎」 を用
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いた資料を用意した。第二言語の学習における第一言語での説明と直接教授法を比較した
は「第一言語による説明のほうが，効率がいい」 と説いている。

表  授業の内容とタスク 課題

授授業 回回 主主な内容とタスク 課課題
とジャンルの考え方の紹介， 分自己紹介の草案と録音
聴解，研究の要約表，抑揚などの書き取り
聴解，研究の要約表，ムーブ分析

～ ～ 前回の省察質問，聴解，研究の要約表作成，ムーブ分析
とジャンルの考え方・ ～ の復習・要約課題提示

前回の省察質問， の要約 ，録音
聴解，研究の要約表

～ ～ 聴解，研究の要約表，ムーブ分析
とジャンルの考え方・ ～ の復習・要約課題提示

前回の省察質問， の要約，録音
～ の復習 聴解，研究の要約表，ムーブ分析

課題 要約文 の復習 省察質問

のサンプルテクストを用いた説明に際して，授業で扱うテクストが「より広い社会修辞学
的文脈に埋め込まれたもの」 であるという理解を促すことを目的として

思考法と 分析 を紹介して使用した。
これらの理論は「ジャンル別にスキーマ認識能力を用い，情報に選択的注意を払うことができ，
それを言語の側面から分析できる能力」を支援する 野口・深山 。スキーマとは「個
人が現在の読み書きの状況に持ち込む事前の知識」 であり，テクストのテーマ
すなわち「内容スキーマ」 と慣例的な修辞などの「形式スキーマ」
に大別され，双方に馴染みがあると理解が進むとされる 。 テクス
トに関して，参加者の大半が双方に馴染みがないと推察されたため， 思考法と 分析
を繰り返し勧めた。

思考法は，テクストにおける言葉の使い方を「観察」 し，「観察結果を整理」
して分類 し，言語使用に関する「仮説」を導き出し ，コミュニケーショ
ンに「応用」 するという思考過程を指す 野口 。 はテクストの「目的」

，「対象」 ，テクストに含まれる「情報」 ，および「言語的特
徴」 を考察することを指し，各項目の頭文字を取ったものである 野口・深山

。 のサンプルテクストに関する の例として，学術誌に掲載された研究論文の内容
を伝える目的で，一般の人々に向けて，研究のことを，比較的平易な言葉を用いて伝達している
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ことを説明した。 思考法を用いて， のサンプルテクストにおいては研究者が行ったこ
とをアナウンサーが三人称を用いて客観的に叙述していることなどに言及し，そのことを他の
テクストに応用する方略を提示した。

のサンプルテクストでは引用元の研究論文について紹介している。研究レポートの目的と
読み手，種類などを紹介し，アブストラクトの構成については， の要約表を用いて明示的に伝
えた。
回目以降の授業では，原則として 回の授業に つのエピソードに関して，ポッドキャスト

とトランスクリプトを用いて を聴解し， で伝えられる研究の背景，方法，結果，結論を示
す要約表を埋める形式の課題で内容の理解を促した。 テクストのムーブ分析などの課題でテ
クスト構成に関する理解を図った 図 。また，前回の省察質問として，以下のような問いにつ
いて記述式で に回答してもらった。

サイエンスニュースで伝えられた研究でわかったことはなにか。
ムーブとはなにか。
サイエンスニュースのムーブのうち， のムーブで話される内容はどんな役割（機
能）を持っているか。

各々の課題に対しては，授業ビデオによるフィードバックを行った。

図  上の授業資料の例 左：要約表，右：ムーブ分析

　 の研究の内容に注目して要約する課題を授業期間中に 回実施した。 つのエピソードに
関して，研究レポートのアブストラクトのように，背景，方法，結果，結論という運びで記した
要約の例を提示し，別のエピソードについて同様のスタイルで ～ 語に要約するように指
示した課題シートを用意した。

上に，課題シートを用いた課題提示と復習などの具体的な手順をまとめたビデオを掲載
した 図 。手順の項目については， 上にも掲示した。 回目 に関しては， つ
のエピソード の要約の例を提示して別のエピソード について要約する課題とし，
要約文の案出に取り組む前に， とジャンルの考え方について授業ビデオによる復習， の
復習，要約の例の観察，および の復習を行うように促した。要約文は，草案を手書きまたは
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電子的に行い，最終稿を 上の所定の場所にタイプして提出するように 上の文章とビデ
オで指示した。

図  要約課題 に関する 上のビデオと文章の掲示の例

要約文は に記述してもらい，個々の提出物に対して， 上で要約テクストの構成を中
心に，テクストに含まれる情報，文法や技巧などを総合的に判断して採点し，フィードバックを
行った 例 。学生によるフィードバックへのアクセスは任意であった。
例 ニュースの研究を理解する努力をしています。方法に相当する内容も入れるとなおよい

でしょう。もう少し言い換えられます。
例 内容を理解する努力をしていますが，サイエンスニュースの構造になっています。研究

を報告する抄録の構造について授業ビデオの復習をお勧めします。
期末試験は，対面で実施し，授業中の課題とは異なるエピソード に関して ～ 語

に要約してもらった 。

コーパス

授業課題と期末試験の要約文 と を用いてコーパスを編纂した。
は， 上の個々の提出物をダウンロードしてテクスト化した。 は，紙媒体の提出物を
手作業で電子化して用いた。

要約文のコーディング

先の研究 浅野・藤枝 で分析者間の協議により特定したものを本研究のテクストに照ら
して見直した。要約テクストにおける研究の背景 例 ，方法 例 ，結
果 例 ，結論 例 を伝達する記述をムーブとした。結論のムーブにつ
いては，研究論文のアブストラクトのように，テクストの最後に布置するものをコーディングの

― 46 ―



対象とした。結論の内容が要約の第１文に提示される場合 例 ，および要約の最後に の話
の落ち を再現している場合 例 などは， に慣例的な要素を再構築したものと
判断して一律に というコードを付与した。
例

例

例

例

例
例
各ムーブの出現について符号を用いた分類を筆者が２回行った。ジャンル分析における一致度

や信頼性に関する と の研究 において，「一致率」 のみが有効
であると結論付けられている。コーディングの一致率は， が ， が
であった。
コーディングの結果を 段階でスコア化した。アブストラクトの構成ですべての要素が出現す

る場合に ， つの構成要素が出現する場合に つの構成要素のみの場合に ， つの構成要素の
みの場合に とした。 に慣例的な要素が出現する場合，その他の構成要素の有無に関わらず と
した。

分析

語彙プロファイルについて，主に と
，一部について を用いて調査した。要約文のコーディングと要約統

計量の計算を， を用いて行った。対数尤度比検定については，
を用いて検定を行った。また，対数尤度比を小林 に従い 

を用いて計算した。ピアソンの相関係数についても と
を用いて検討した。

 結果と考察

と の比較

授業課題の要約 の総語数は 語，異なり語数は 語，要約文ごとの語数は 
～ 語で，平均は 標準偏差は 語であった。期末試験での要約 の総語数は
語，異なり語数は 語，要約文ごとの語数は ～ 語で，平均は 標準偏差は 語であっ
た。総語数に統計学的に有意な差が認められたが 対応のある 検定により －
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， と の字数制限が各々 ～ 語と ～ 語であったためと推
察される。

の頻度上位 語は で，大半が
の頻度上位 語 と重複していた。 に

ついても，頻度上位 語は であり， の頻度
上位 語 に類似していた。
クラスター分析は，データの類似度を距離として示し，距離が近いものをまとめてクラスター

を形成する 石田・小林 。 語あたりの相対頻度上位 語を用いてユークリッド距
離とウォード法によるクラスター分析を行うと， 右側のクラスター と 左
側のクラスター に大別され，距離の小さなクラスターの形状より極度に酷似したテクストが存
在しないことも示唆された 図 。

図 要約テクストの相対頻度上位 語によるクラスター分析

要約テクストにおけるムーブごとの叙述量の相対頻度を表 に示した。期末試験の要約文では，         
の構成要素を再現したムーブ の叙述量に統計学的に有意な減少が認められた 対数尤

度比検定による統計量 。オッズ比は であり，授業課題の要約文と比べてほ
ぼ半減した。
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表 と のムーブごとの叙述量 語当たりの相対頻度

対数尤度比 値 オッズ比 信頼区間

要約テクストを背景，方法，結果，結論という運びで記述した学生は，授業課題 で
は 名 であったが，期末試験での要約 では 名 であり，顕著な増
加が認められた 表 。期末試験での要約文の例を以下に示した 例 以下，文中に括弧で示
したムーブの記載と下線による強調は筆者による 。

例

しかし，要約の第 文に結論を記述して のスタイルを再現した学生が に 名
， に 名 認められた。

表 と のムーブ・スコア

つの構成要素が出現
つの構成要素が出現
つの要素が出現
つの要素が出現
の構成要素が出現

平均 標準偏差

と の相関係数は で，中程度の相関が認められた。コーディングに基づ
く 段階のスコアを点数とみなすことで「相関係数の希薄化」 竹内・水本 が生じた可能
性を考慮すると相関があるといえる可能性がある。
個々の学生の と のスコアを比較すると，スコアが上昇した学生は 名

，変化がみられなかった学生は 名 であった。変化がみられなかった学生のスコ
アの内訳は， が 名， が 名， が 名であった。 名 の学生においてスコアの減少がみ
られた。そのうち 名は のスコアが であった。残りの 名は から に減少しており，

に の記述がみられなかった。
期末試験での要約文において，スコアが上昇した 名とスコアが で維持された 名の合計 名
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の学生に，授業課題と同等あるいは改善した構成が認められた。
のスコアの平均は， より高かったが，ばらつきが大きく，統計学的に有意な

差は認められなかった。しかし， は を通じた教室外でのタスクで， は対面
で持ち込み不可の期末試験の一部であったことを考慮すると，遠隔オンデマンド授業での演習で
も，過半数の学生においてジャンルの認識が促進されたといえるであろう。
学生の背景を考慮すると，年齢が平均以上の学生において，期末試験での要約文 の

スコアに比較的顕著な改善が認められたが，人数が 名と少なく，統計学的な有意差は認められ
なかった。年齢が平均未満の学生においては，期末試験の要約文のほうがスコアの平均値が低く，
ばらつきも大きかった。また， と ともに男子学生のほうが女子学生よりわずか
に高かったが，スコアの伸びは女子学生のほうが顕著であった 表 。

表  と のムーブ・スコア 年齢別・男女別

背景 人数 平均 標準偏差 平均 標準偏差
平均年齢以上
平均年齢未満
男子学生
女子学生

を行う際に前回の授業の省察として「サイエンスニュースで伝えられた研究でわかっ
たことは何か」と「 とは何か」という問いに対して， の 段階のスコアで評価したと
ころ， が 名 と 名 ， が 名 と 名 ， が 名 と該当
者なし であり，遠隔授業で多くの学生がジャンルに関する要素を理解していたと推察され
る。しかし，その理解を対面での期末試験における要約文の構成に利用することができたのは半
数の学生に留まった。
ジャンルの知識を戦略的に応用してライティングに取り組むことは，「書き手の習熟度に関係

なく行われる」と説かれる 。習熟度が高い言語使用者であっても，慣
習などを熟知しない状況でルールに従って執筆を行うためにはジャンルの枠組みを援用するこ
とが必要となる。
また，テクスト構成に注目した の演習によって，学生が研究レポートのスタイル

に気づいたように，ジャンルについて理解するためには学生にとって新しいアプローチを必要と
する。本研究の参加者と同じ医学部医学科第 学年を対象とした専門英語科目のジャンルに基づ
く授業の期末試験の成績と学術英語運用能力の指標として参照した のスコアとの相
関はほとんどみられなかったが 浅野 私信 年 月 日 ，同学年の専門英語科目の成績と
専門科目の共用試験の関連を調べた予備分析で専門英語科目の得点と共用試験の得点率とに
は中程度の相関があると判明している 栃澤 私信 年 月 日 。他学年の学生と比較する
ことについては難しい面もあるが，これらの知見から，新しいアプローチを積極的に受容して
学習することがジャンルの認識を深める鍵となる可能性が示唆される。
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と スコアの比較

と のスコアの相関係数は で，相関が認められなかった。学生の背
景を考慮した際の相関係数は，男子学生において 女子学生において であり，明ら
かな相関はみられなかった。年齢が平均以上の学生において， ，平均未満の学生において

であり，年齢が平均以上の学生において，若干の相関が認められた。
フランス語を母語とする学生を対象とした の研究 では，英語運用能力とライ

ティングの技能に「有意な相互作用が認められなかった」 とされる。また，第二言語学習
と認知に関する研究方法を論じた は「第二言語でのライティングの成果は，一
般的な第二言語運用能力より母語でのライティングの経験に起因する可能性が高い」 と
述べている。 は，第二言語学習者の「言語使用，談話の構成，意図などの文章 の
意味以外 の面」 に注目させることの重要性を説いており， 分析 の有
用性が示唆される。
年齢が平均以上の学生において， の要約文に比較的顕著な改善がみられ， の

スコアと で測られる学術英語運用能力との間にわずかな相関が認められた。竹内
は「個人の莫大な知識や経験は，スキーマと呼ばれる数多くのプロトタイプ的

な構造的知識として記憶されており，記憶の呼び出し，判断，内容理解など，あらゆる認知活動
に関係する」と論じている。ジャンルに関する要素の知識も「読み書きの経験を積むことで既知
のジャンルをより簡単に扱えるようになる」 とされる。様々な経験に基づいて
新しい考え方を受容し，テクストを俯瞰的に捉えることができるかどうかが となる可能性がある。
なお， の と と と

のスコアの相関係数は，各々 であり，相関
が示唆された。

 終わりに

本研究では，大学 年生を対象とした学術英語の遠隔オンデマンド授業で「ジャンルに基づく
タスク」 を行い，ジャンルの認識が促されるかどうかを調査した。研究を伝
える および研究レポートの目的，情報の受け手，テクストの構成などについて授業ビデオおよ
び課題へのフィードバックなどを介して伝えることで，学生が で伝えられる研究について，研
究レポートのアブストラクトのスタイルを意識して要約することができるようになるかどうか
を検討した。そして，ジャンルの認識と学術英語運用能力との関連性を考察するために，
スコアを参照して検討した。
得られた結果を以下に示す。

期末試験での要約文 において，授業課題の要約文 と比べて，
名 の学生のスコアに上昇がみられ，回のスコアが であった 名を加えると，
名 の学生のスコアが上昇または保持された。年齢が平均以上において

の要約文に比較的顕著な改善がみられた。
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と学術英語運用能力の指標として参照した のスコアに関連は示唆
されなかった。年齢が平均以上の学生において，若干の相関が認められた 。

本研究における授業では， のテクストを理解するための方略として，聞き取り，伝えられ
る研究の要約表，テクスト分析，音読，要約など多面的なアプローチを行った。 は，

テクストを理解するための方略には暗記，読み直し，要約などさまざまなものがあり，教員は，
ひとりひとりの学生が各々の方略について「メタ認知的認識」 “ ” を持っ
てタスクを完了するために使用する方略を考える力を身につけるように促すと説いている
。なお，遠隔授業での要約課題を含む各種課題のフィードバックへのアクセスは任意であり，

学生がフィードバックにアクセスしたかどうかは確認できていない。
と の研究 では，「ジャンルの認識はメタ認知的知識と密接に結びつい

ている」と説かれる 。メタ認知とは，阿部と井田 によると，メタ認知能力
の評価尺度を提案した と の研究 より「人が何かを学ぶ場面での省察

，理解 そしてコントロール する能力」であると定義される。阿部
と井田 ‒ は，メタ認知が，メタ認知に関する知識などの「知識的側面」と認知の
プロセス，状況のモニタリング，コントロールなどの「活動的側面」に分類されると説き，「知
識的側面」は， と により「宣言的知識，手続き的知識，条件付き
知識」 “ ” に分類されていると説明している。
学習者のジャンルの知識は， らの研究 では，テクスト分析などを通じて表出する

ものを「ジャンルに関する宣言的知識」 “ ”，ジャンルテクスト
の執筆などを通じて表出するものを「ジャンルに関する手続き的知識」 “

” と分類される イタリック体は原著による 。スウェーデンの大学の英語教
員養成課程の学生を対象とした研究 ， では「学術テクストのジャンル，
談話，および修辞に関する知識に関するメタ認知の過程」を「メタ認知的なジャンルの認識」?
“ ” と定義して，すべての学生が「メタ認知的なジャンルの認
識を手続き的に利用しようとした」 と述べている。 と の研究 で
は，「文法に規則があることに気付いているという宣言的知識がその知識を用いることができる
という手続き的知識になるかもしれない」 という考えを支持して，ジャ
ンルの特徴に関する知識が獲得され，その知識を用いるという手続き的知識に遷移させることが
可能であると述べている。しかし，本研究では，「ジャンルに基づくタスク」
がジャンルの認識を高めるかどうかを検討するところまでとし，「ジャンル特有の知識」

全般に関する調査には至っていない。また， と の研究 にみ
られるような，学習で得た「宣言的知識」が演習などを通じて「手続き的知識」になる

という学習理論 を応用することについても今後の
研究課題とした。

と を精査した結果，約半数の学生の要約テクストに，論理構成の保持あるい
は改善が示され，遠隔での演習でもジャンルの認識が促進されることが示唆された。しかし，残
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りの半数の学生に，要約文における ジャンルに特有の構成要素の再現やスコアの減少などがみ
られた。ジャンルの認識と学術英語運用能力の指標として参照した のスコアとの明確
な関連性は示唆されなかった。本研究の結果を踏まえて，ジャンルの認識には新しいアプローチ
を受け入れ，テクストの特徴や読み手などの状況を俯瞰的に捉えることなどを必要とする可能性
について引き続き検討したい。
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